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令和７年３月３１日 

保護者 様 

熊本マリスト学園中学校・高等学校 

校長  光永 幸生 

 

学校評価アンケートについて（ご報告） 

 陽春の候、保護者の皆様におかれましてはご清祥にてお過ごしのこととお喜び申し上げます。 

学校におきましては、１月３１日に高校卒業式、３月１５日に中学卒業式を行いました。また中学３年生

がシンガポール、高校１年生が北海道でのスキーとそれぞれ修学旅行を実施しました。ほぼ全ての行事がコ

ロナ前に戻り、かつての活況を取り戻しつつある学園生活です。 

３月８日に開催した「第４回探究・キャリア教育成果発表会」は、中１から高２までの代表が各々の探究

の成果を堂々と発表してくれました。自ら課題をみつけ、自ら最善解へと導いていく探究力はこれからの社

会において不可欠なものです。令和７年度は探究活動を更に推進していく予定でいます。 

さて、令和６年度「学校評価アンケート」は、昨年から携帯端末による回答方式に変更したこともあって

か、回答率が２年連続で前年を下回りました。次年度はこの改善に向け、どのような方法が良いか検討して

いく必要があります。 

それぞれの項目について、保護者の皆様から頂いた評価を次年度の改善につなげて参ります。今後とも本

校教育へのご理解とご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

【表の見方】 

肯定的評価（１・２）から否定的評価（３・４）を減じた数値を３段階（Ａ～Ｃ）に分類しました。

「１」と「２」（肯定的評価）の合計はいずれも７５％を超えていることから、保護者の皆様から頂いた評

価は概ね合格点であったと安堵しているところです。 

その上で、保護者の皆様の声を学校運営により正確に反映させるために、「１」と「４」の割合を２倍に

し、Ⅰの合計からⅡの合計を引いた数で評価しています。 
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【全校：回収数511/795】（１：とても思う／２：まあそう思う／３：あまり思わない／４：思わない） 

 

番号 質問事項 肯定的評価(Ⅰ) 否定的評価(Ⅱ) Ⅰ-Ⅱ 

１ 
マリストに子どもを進学させて良かったと思わ

れますか 

 １  ２  ３  ４ 115 

39% 50% 9% 2%  A 

２ 
学園は家族的愛のもと、社会に貢献できる人材

の育成に力を入れていると思われますか 

 １  ２  ３  ４ ７８ 

23% 56% 18% 3%  B 

３ 
学園は、学力向上を目標に、授業改善に積極的

に取り組んでいると思われますか 

 １  ２  ３  ４ ９０ 

26% 57% 15% 2%  A 

４ 
教職員は、生徒の人間的成長のための指導に真

摯に取り組んでいると思われますか 

 １  ２  ３  ４ ９９ 

34% 50% 13% 3%  A 

５ 
教職員は、生徒や保護者の相談に適切に応じて

いると思われますか 

 １  ２  ３  ４ 103 

38% 47% 10% 5%  A 

６ 
家庭学習用の課題は、その内容が適切であると

思われますか 

 １  ２  ３  ４ ７３ 

14% 67% 16% 3%  B 

７ 
家庭学習の課題は、その量が適切であると思わ

れますか 

 １  ２  ３  ４ ６１ 

12% 64% 21% 3%  B 

８ 
進路指導はわかりやすく適切であると思われま

すか 

 １  ２  ３  ４ ８６ 

25% 57% 15% 3%  A 

９ 
生徒は校則や決まりを守っていると思われます

か 

 １  ２  ３  ４ 101 

26% 63% 8% 3%  A 

１０ 
基本的な生活習慣の確立や社会のルール、マナ

ーの指導が適切になされていると思われますか 

 １  ２  ３  ４ ９７ 

23% 65% 10% 2%  A 

１１ 
生徒の主体性が伸びていくような取組が充実し

ていると思われますか 

 １  ２  ３  ４ ７５ 

21% 58% 17% 4%  B 

１２ 
校内の施設設備は安全で快適なように整えられ

ていると思いますか 

 １  ２  ３  ４ ７９ 

20% 61% 16% 3%  B 

１３ 
保護者の皆様が来校される機会（内容・回数）

は適切であると思われますか 

 １  ２  ３  ４ ８７ 

19% 68% 11% 2%  A 

１４ 
保護者の皆様に向けた学校の広報活動は適切で

あると思われますか 

 １  ２  ３  ４ ７６ 

18% 63% 15% 4%  B 

※数値は小数点第一位を四捨五入しています。 

 

段階 数値 概評 具体的取組 

A 80以上 良    好 現在の事業を継続しつつ、より満足度が高まるためのアイデアを付加する 

B 60～79 概ね良好 否定的評価の原因を探り、ピンポイントで具体的な改善を行う 

C 59以下 再    考 抜本的な検討を行い、違う視点からの新たな取組に移行する 

 


